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新
潟
地
本
は
１
月
27
日
11

時
00
分
よ
り
、
新
潟
地
本
事
務

所
に
お
い
て
、
２
０
２
２
年
度

一
般
会
計
の
会
計
監
査
を
実

施
し
ま
し
た
。 

対
象
と
な
っ
た
会
計
期
間

は
上
半
期
分
の
２
０
２
２
年

５
月
１
日
よ
り
10
月
31
日
ま

で
で
す
。  

監
査
の
結
果
、
会
計
規
則
に

準
じ
て
処
理
さ
れ
て
お
り
、
帳

票
類
も
よ
く
整
理
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
指
摘
事
項
は
特
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
後
も
大
切
な
組
合
費
を

厳
正
に
管
理
・
執
行
し
て
い
き

ま
す
。 

  

て
い
る
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、

車
両
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

乗
務
員
点
呼
の
方
法
が
変

更
さ
れ
る
な
ど
の
大
き
な

変
化
が
生
じ
ま
す
。 

乗
務
員
行
路
上
の
不
明

確
な
点
な
ど
に
つ
い
て
解

明
を
求
め
ま
し
た
。 

新
潟
地
本
は
１
月
27
日

に
、
申
12
号
・
２
０
２
３
年

３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
及
び
「
営

業
・
運
輸
車
両
職
場
に
お
け

る
体
制
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
に
対
す
る
申
し
入
れ
を

提
出
し
ま
し
た
。 

今
年
３
月
に
予
定
さ
れ

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
働
く
私
た

ち
社
員
一
人
ひ
と
り
は
、
会
社

が
お
か
れ
た
厳
し
い
経
営
状

況
を
認
識
し
、
課
題
解
決
と
新

た
な
価
値
の
創
造
、
融
合
と
連

携
な
ど
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

１
月
31
日
に
発
表
さ
れ
た

２
０
２
２
年
度
第
３
四
半
期

決
算
は
、
単
体
の
営
業
収
益
が

対
前
年
17
・
１
％
増
の
１
兆
２

６
４
０
億
円
で
し
た
。 

本
業
の
儲
け
を
示
す
営
業

利
益
が
８
２
２
億
円
、
経
常
利

益
は
４
９
４
億
円
、
四
半
期
純

利
益
も
４
８
３
億
円
で
増
収

増
益
と
な
り
、
３
期
ぶ
り
に
黒

字
化
を
実
現
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
長
引
く
中
で

も
２
期
連
続
の
赤
字
決
算
を

乗
り
越
え
、
通
期
で
の
黒
字
化

を
確
実
視
で
き
る
と
こ
ろ
ま

で
業
績
を
回
復
さ
せ
て
き
た

そ
の
原
動
力
は
、
現
場
で
働
く

社
員
の
努
力
で
す
。 

一
方
で
こ
の
３
年
間
、
私
た

ち
社
員
は
様
々
な
場
面
で
我

慢
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

期
末
手
当
が
低
く
抑
え
ら

 ２０２３年度の賃金改善について中央本部は２月８日、本部申９号「２０２３年度賃金
改善等に関する申し入れ」として、５項目にわたり要求を経営側に提出しました。 
 所定昇給額による定期昇給の完全実施、２０２１年の賃金改定時に削られたままの昇
給係数２係数分の加算、社員一律９０００円のベースアップを柱に、エルダー社員の賃金
引上げと第二基本給の廃止を求めます。 
 コロナ禍による業績悪化から回復基調にあるＪＲ東日本を支える社員の生活は厳しさ
を増しています。労働条件の最たるものである賃金引上げは、労働組合が団体交渉を通じ
て、たたかいを通じて勝ち取るものです。 
ＪＲで働くすべての労働者の力を結集して賃金の引き上げを実現しましょう！ 

 

列
車
へ
の
便
乗
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

32
．
運
転
士
行
路
に
お
い
て
新

金
引
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

日
々
高
ま
る
労
働
力
の
価

値
に
相
応
し
く
、
社
員
と
そ
の

家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
賃
金
改
善
等
を
勝
ち
取
る

た
め
に
、
全
組
合
員
で
取
り
組

み
を
創
り
出
し
ま
す
。 

 

い
て
乗
務
員
の
点
呼
を
自
区

当
直
と
す
る
場
合
の
点
呼
箇

所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

35
．
新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー
で
の

点
呼
箇
所
を
変
更
し
た
場

合
、
運
転
士
行
路
の
折
り
返
し

時
間
が
見
直
さ
れ
て
い
な
い
理

由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

  

潟
車
両
セ
ン
タ
ー
で
の
折
り

返
し
時
間
が
泊
場
面
以
外
で

「
点
呼
な
し
」
で
設
定
さ
れ

て
い
る
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

33
．
新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
出
区
番
線
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
、
乗
務
員
へ
の
指
示

方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

34
．
新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー
に
お

31
．
乗
務
行
路
作
成
に
お
い
て

新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー
～
上
沼

垂
間
の
入
出
区
と
な
る
回
送

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
社
員
の
収

入
が
大
幅
に
減
少
し
た
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
２
０
２
１
年

の
賃
金
改
定
に
お
い
て
、
定
期

昇
給
が
所
定
の
半
額
と
な
る

２
係
数
で
実
施
さ
れ
た
こ
と

で
生
涯
賃
金
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
国
際
情
勢
や
経
済

動
向
に
よ
る
急
激
な
物
価
上

昇
も
相
ま
っ
て
実
質
賃
金
は

大
幅
に
下
落
し
、
生
活
は
苦
し

さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。 

１
月
18
日
に
経
営
側
か
ら

入
社
４
年
目
ま
で
の
社
員
を

対
象
と
し
た
初
任
給
特
別
措

置
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。 

し
か
し
「
人
材
の
確
保
と
働

き
が
い
の
向
上
」
を
目
的
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
全
社
員
の
賃

 

Ｅ
１
２
９
系
の 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の

改
修
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

38
．
日
中
時
間
帯
の
新
潟
～
新

津
間
及
び
新
潟
～
内
野
間
の

ワ
ン
マ
ン
解
除
に
つ
い
て
の

考
え
方
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

  

36
．
新
潟
運
輸
区
Ｂ
１
２
０
１

行
路
、
Ｃ
６
０
２
４
行
路
の

１
６
８
４
Ｍ
新
潟
～
内
野
間

は
ワ
ン
マ
ン
列
車
な
の
か
車

掌
乗
務
列
車
な
の
か
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

37
．
新
潟
運
輸
区
Ｂ
１
２
１
７

行
路
、
１
３
２
Ｍ
～
１
３
９

Ｍ
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
伴
う

 

 
  

【
新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー
関
係
】 

【
そ
の
他
】 

 

 

 

２
０
２
２
年
度
一
般
会
計 

 

◆本部申９号申し入れ項目◆ 

 
１．定期昇給は所定昇給額を完
全実施すること。 

２．２０２３年４月１日に在籍する
社員の基本給に昇給係数２相
当分として一律３,０００円を加
算すること。 

３．２０２３年４月１日に在籍する
社員の基本給を一律９ ,０００
円引き上げること。 

４．２０２３年４月１日に在籍する
エルダー社員の基本賃金を一
律３,０００円引き上げること。 

５．第二基本給を廃止すること。 


